
　マラウイの大統領選挙が2014年5月20
日に行われ、選挙管理委員会は30日、野党
民主進歩党（DPP）党首のPeter Mutharika
氏が当選したと発表した。同氏は元大統領
のBing Wa Mutharika氏の弟。 
　Joyce Banda大統領による票の再集計の
ための期間延長、90日以内の再選挙の訴え
があったが、高等裁判所は｢選挙管理委員会
は選挙から8日以内に結果を発表しなければ
いけない｣という法律の規定により退けた。
票数は次の通り。　

DPP: Peter Mutharika　  1,904,399
MCP: Lazarus Chakwera　1,455,880
PP : Joyce Banda　　　  1,056,230
UDF: Atupele Muluzi 　　  717,224

　日本マラウイ協会の第32回通常総会が
2014年5月10日（土）15:00から、東京・市ヶ
谷のJICA地球ひろばセミナールームで開か
れた。
　第1号議案では平成25年度事業報告と決
算報告および会計監査報告が次の4つの分
野について行われた。
(1）広報活動 ： 機関紙KWACHA第50号、

第51号発行など。
(2）文化・交流活動 ： Joyce Banda大統

領来日歓迎レセプション開催、国情セミ
ナー、シマを食べる会開催、在マラウイ・
マラウイ日本協会との協働にむけての活
動など。

(3）国際協力活動：マラウイウォームハート
プロジェクト募集/実施。

(4）組織活動 ： 会員の入会勧誘活動、長期
会費滞納者/住所移転先不明者の退会の
処理など。

　第2号議案の平成26年度事業計画と予算
案では、前年度と同様に広報活動、文化 ・
交流活動、国際協力活動、組織活動を中心
に活動を展開していくことが示された。広報
活動ではグローバルフェスタJAPAN 2014
への出展、文化 ・ 交流活動ではマラウイ独
立50周年記念祝賀行事の実施、チェワ語
辞典統合改訂2 版と新規作成する統計集を
ホームページに掲載すること、在マラウイ・
マラウイ日本協会との協定締結を推進する
ことなどが盛り込まれた。

　第3号議案の役員の臨時改選では、飯島
ともこ氏の監事から理事への異動、監事に
は高橋敦子氏の新任が示された。
　各議案は質疑応答の後、議長が一同に諮
り、満場一致で承認された。
　一方、7月12日（土）13 ： 00からは同じ
くJICA地球ひろばセミナールームにて理事
会が開かれ、今年度第１四半期の活動報告
が行われた。

　日本マラウイ協会は2014 年 7月12日
(土）、東京 ・ 市ヶ谷のJICA 地球ひろばで

マラウイ独立50周年記念祝賀行事として、
新帰国隊員報告会、国情セミナーおよびシ
マを食べる会を開催した。
　新帰国隊員報告会は14:00から平成23年
度2次隊の和泉澤 浩OB（青少年活動）が
本来業務と余暇活動を含めたプレゼンテー
ション資料を用いて報告した。

　国情セミナーは15:00から、在京のマラウ
イ国Reuben Ngwenya特命全権大使が最
近のマラウイ国内情勢や日本との関係につい
て講演と質疑応答を行った（要旨は次記事参
照）。
　16:15からはシマを食べる会に移った。冒
頭、物故隊員へ1分間の黙祷を行った。次
にテープによるマラウイ警察音楽隊のマラ
ウイ国歌演奏とCDによる日本国歌の演奏、
続いて野呂会長の独立50周年への祝辞、
Ngwenya大使の答辞、大使館職員と職員家
族の紹介と進み、乾杯で会は始まった。

　今年は独立50周年記念祝賀行事として
の開催であることから参加者は、大使 ・ 大
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Kwacha（クワチャ）はチェワ語で「夜明け」を意味します。

【マラウイ共和国】
面積：118,484 平方 km（日本の約1/3）
人口：1636 万人（2013 年世界銀行）、首都：リロングウェ
独立：1964 年 7 月 6 日、公用語：英語、チェワ語
政体：共和制、大統領：ピーター・ムタリカ
為替レート：US$ 1 = MK 394.650（9 月 3 日現在）
　　　　　  MK 1 = 0.2657 円   （9 月 3 日現在）

【日本マラウイ協会（Malawi Society of Japan）】
日本とマラウイ両国間の理解を深め、文化、スポーツ、経済、科学技術等の
協力を通じ、相互の繁栄に寄与することを目的とする任意団体です。趣旨を
ご理解の上、広く各位の入会を希望します。会員数：197人（9月1日現在）

編集・発行：日本マラウイ協会
〒 102-0082  東京都千代田区一番町 23 番地 3　
　　　　　　　　　　　日本生命一番町ビル 5 階 
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▲総会の様子

大統領選挙行われるニュース

マラウイ共和国　国旗

第32回通常総会と 
理事会開かれるニュース

独立50周年記念祝賀
行事開かれるイベント

▲帰国報告する和泉澤 浩OB

▲大使ご夫妻と抽選会での当選者



使館職員 ・ 家族 ・ マラウイ人留学生、OB/
OGら110名を超えた。熱気に包まれた会場
でシマを食しながら独立50周年を祝い、懇親
を深めた。また、会の後半では、民芸品など
が当たるお楽しみ抽選会が行われ、当選者は
歓喜に沸いた。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　

　マラウイ国情セミナー要旨

■ 日時 ： 2014年7月12日（土）
　　　　　15:00〜16:00
■ 場所 ： JICA地球ひろば
　　　　　2階セミナールーム
■ 講師 ： Reuben Ngwenya
　　　　  駐日マラウイ共和国大使
　　　　　　

【はじめに】
　私たちにとって今年は特別な年です。マラ
ウイが1964年に独立してから50年目にあた
ります。さらにそのことはマラウイと日本と
の関係が始まってから50年目であることも意
味します。
　このセミナーでは、(1）マラウイの基本的
な事実、(2）政治情勢、(3）マラウイと日本の
関係、(4）経済成長、(5）今後の道のりについ
て話します。

(1）　基本的な事実
・ マラウイは日本からは遠距離に位置してい

ますが、空路では約20時間で行けます。
・ マラウイはタンザニア、ザンビア、モザン

ビークの3国と国境を接しています。
・ マラウイでは今まで内戦はありません。こ

のこともマラウイが「アフリカのあたたかい
心」と呼ばれる背景だと思います。タンザ
ニアとの間に国境問題がありますが、国境
は遠い昔に国際コミュニティが決めたもの
であり大きな問題にはならないと考えます。

・ マラウイの現在の人口は約1,400万人で面
積は11万8,484km2です。（北海道の面積
は8万3,456km2。）

・ マラウイでは国語であるチェワ語をはじめ
複数の言語が使われています。（英語は公
用語とされています。）宗教ではキリスト教

徒が約80%を占めており、その他の中では
回教徒が多数です。

・ 季節は雨期と乾期からなります。非常に寒
い気候や極端に暑い気候は一般的ではあり
ません。

(2）　政治情勢
・ 国家元首はピーター　ムタリカ（Peter 

Mutharika）新大統領です。彼は今年5
月の選挙で多数の票を獲得して当選し
ました。選挙は自由で公正に行われまし
た。1964年の独立以来、カムズ　バンダ

（Kamuzu Banda）、バキリ　ムルジ（Bakili 
Muluzi）、ビングワ　ムタリカ（Bingu wa 
Mutharika）、ジョイス　バンダ（Joyce 
Banda）、 ピ ー タ ー　 ム タ リ カ（Peter 
Mutharika）の5人の大統領が就任しまし
た。

・ マラウイの経済は主に農業を基本としてい
ます。しかし現在では、製造業や鉱業が拡
大しつつあります。

・ マラウイの通貨はクワチャで、現在1円＝3.6
マラウイクワチャです。円からクワチャに
交換すると財布のお金が名目上4倍近くに
増えた気持ちになるでしょう。

・ 経済成長をめざし、マラウイ成長発展戦
略（Malawi Growth and Development 
Strategy（MGDS））は優先分野やテーマ
を定めています。それらは、農業と食糧安
全保障、教育、保健、鉱業、観光、貿易と
投資、などです。貿易と投資の振興におい
ては公的部門の役割よりも民間部門の役割
が重要です。マラウイには多くの観光資源
があります。たとえば、多くの種類の魚類
が見られます。

(3）　マラウイと日本の関係
・ マラウイと日本の関係は50年前にマ

ラウイが独立した時に始まりました。
それは日本がマラウイの独立をすぐ
に承認したことにもよります。

・ ここにご紹介する多くの写真が両国
の良好な関係を物語っています。た
とえば、天皇陛下とビングワ　ムタ
リカ大統領（当時）の写真、自分の天

皇陛下への信任状捧呈の写真、安倍首相と
マラウイ代表の写真、マラウイにおける日
本大使館やJICAの写真、野呂会長からジョ
イス　バンダ大統領（当時）へのプレゼント
贈呈の写真、金子青年海外協力協会会長と
自分の写真、過去のシマを食べる会の写真、
田中JICA理事長と自分の写真などです。

・ マラウイは青年海外協力隊員の受け入れ累
積数では世界一です。このことも両国の良
好な関係の一例です。

・ 貿易と投資でもマラウイと日本は密接な関
係を持っています。マラウイで走っている
自動車の90%は日本車です。他方、2013
年では日本はマラウイの8番目の輸入元で
した。逆にマラウイは日本にタバコ、紅茶、
コーヒー、マカダミアナッツ、蜂蜜などを
輸出しています。ムズズコーヒーは日本の
コーヒー店で提供されていますが需要に供
給が追いついていないようです。

・ 日本側もマラウイ経済の多様化の支援に関
心を持っており、鉱物資源の開発による工
業化も注目されています。

・ マラウイでは中等学校の不足が深刻で、
JICAは中等教育を支援しています。また、
職業訓練校への協力もあります。

・ 水供給の分野では村落部の井戸の設置だけ
ではなく都市水道網も支援しています。

・ 電力部門では巨大なテザニ（Tedzani）水
力発電所増設計画の協力が進みつつありま
す。

・ ブランタイアの道路プロジェクトでは日本
の道路は穴があかず丈夫であるとの評価を
得ています。

・ 文化交流の分野ではマラウイと日本の文化
の間に多くの類似点があることに気づかさ
れます。ですから日本人がマラウイに行っ
ても戸惑うことはありません。たとえばお
辞儀の習慣です。サッカーに人気があるこ
とも類似点です。横浜で踊り・ ダンスを見
たときも類似点に気づかされました。伝統
的な着物も似ています。

・ 現在多くの教育交流が行われています。こ
うしたプログラムのいくつかはJICAの支援
を受けています。日本では神戸大学、東京
外国語大学、早稲田大学、香川大学などが
教育交流を進めています。一方、日本人の
女子留学生がムズズ大学を卒業しました。
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▲シマを食べる会お開き後、全員で

▲国情セミナーの様子



(4）　経済成長
・ マラウイの経済は急速に変容しつつありま

す。近年の経済は年率約8%で成長しまし
た。その後、成長率は低下しましたが、今
復調しつつあります。

・ 銀行部門ではクレジットカードを現金自動
預入支払機で使うこともできます。

・ 通信部門では電話のほかに、4ギガまでの
インターネットが使えます。したがって通
信面での問題はありません。

・ 去年、日本の国会議員がマラウイを訪問し
歓迎を受けました。

　(5）　今後の道のり
・ 誠実な政治的関係の希求
・ ODAの拡充（実際、マラウイはODAなし

ではやっていけません。）
・ 民間部門の参入による貿易と投資の拡

大（ こ れ に は 官 民 連 携 [Public-Private 
Partnership（PPP）]とビジネスの引き合
わせ[マッチング]が重要です。現在の日本
は成熟しており、市場を拡大するには国外
に目を向けることになります。その中でマ
ラウイは良い対象となります。）

・ ダ イ ア ス ポ ラ（ ま た は デ ィア ス ポ ラ
[diaspora]訳者注：元の国家や民族の居
住地を離れて暮らす人々）と国外の協力者
に対する認識を高めること（協力者として
は、たとえば横浜市長はマラウイにさまざ
まな支援を提供してくれています。香川大
学医学部も協力してくれています。ICTも
進める必要があります。）　

【質疑応答】

●質問1
　社会において女性と若者は重要ですが、従
来の日本では女性は満足すべき処遇を受けて
きませんでした。今、女性の力が強まりつつ
あります。日本の低迷の一因は女性を重視し
なかったことにもあるのではないでしょうか。
いかにして女性を後押しできるでしょうか。
他方、若者も重要です。マラウイでは女性や
若者に対する政策はどうなっていますか。

◆大使の回答◆

　マラウイには女性の支援や能力強化をす
る政策があります。国会議員でも女性の割合
を確保しようとしています。今年5月の選挙
では女性の候補者を国会に送るキャンペーン
もありました。しかし競争が厳しく目標は達
成されませんでした。（訳者注 ： 全国会議員
数193人中、女性議員数は43人から30人に
減少した。）しかし政府機関では女性が抜擢
されています。たとえば主席裁判官（chief 
justice）は女性です。彼女は高い能力を持っ
ています。
　若者を支援する政策も進められています。
政府は若者の力を強めるさまざまなマニフェ

ストを提示しています。新副大統領
は1973年生まれと若いです。しか
も大学時代から政治的な活動をし
ています。

●質問2
　30年前と10年前を比べると、
30年前はカムズ　バンダ大統領の
統治下で自由は限られていましたが
秩序は強かったと思います。一方
10年前はより自由にはなりました
が秩序は弱まっていたように見えま
す。このことをどう見られますか。

◆大使の回答◆

　マラウイは30年前と比べると多くの点で発
展しました。30年前は単一政党制の国でした
が、今では複数政党制になり言論の自由や政
治活動の自由があります。古く厳しい仕組み
の国から平和的な国に移行しました。たとえ
ば選挙活動においても他の考えを批判するこ
とができ、法による統治が実現されています。

●質問3
　マラウイにおけるマラウイ日本協会はマン
グラマ（Mangulama）元駐日大使が担当してい
ます。この協会を支援してくださいませんか。

◆大使の回答◆

　賢明な意見に感謝します。私はマングラマ
元駐日大使と話しました。当協会は承認され
たのですが進捗が少し遅れているようです。
日本の市長がマラウイを訪問して地方自治に
ついて講演することによってマラウイ側は地
方自治という新しい仕組みを大いに学ぶこと
ができます。同様に、日本マラウイ協会がマ
ラウイを訪問してこのような協会の運営の仕
方をマングラマ元駐日大使たちに講義するこ
ともできるのではないでしょうか。

　 前号で中間報告したウォームハートプ
ロジェクトが完成したので最終報告書を
掲載する。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　

　ムランジェ職業訓練盲学校 
女子寮リノベーションプロジェクト

　平成24年度1次隊
野菜栽培　小川　由

1.　申請の経緯 ・ 概要
　マラウイで唯一、視覚障がい者のための職
業訓練校がムランジェにあります。ここでは
全国から集まる18歳以上の生徒が、9月から
翌年6月までの約10 ヵ月間、構内にある寮に
住みながら訓練を受けています。生徒数は例
年40名程度ということですが、私が配属され

ていた過去2年は2012年度、2013年度共に
30名を割っていました。彼らの自立支援を目
的として、農業、点字、ビジネスマネージメ
ント、HIV/AIDS、コンピューター、白杖の使
い方などのモビリティスキルの授業を行って
います。
　1958年の創立当初、生徒は男性のみでし
たが、1995年から女生徒の受け入れも始め
ました。その際、かつては学校スタッフ用で
あった住居にトイレやシャワーを増築し、女
子寮として使用してきました。しかし、築40
年を越えるその住居は学校関係者が懸念して
いたとおり、2012年の雨期、ついに屋根の一
部が破損したのです。老朽化した建物の危機
迫る状況を把握していた校長たちは、前々か
ら政府に修理の申請をしていて、一部の材料、
屋根用のトタンは届いていました。しかしそ
の他の木材やクギ、また作業員も政府から派
遣されてくるということで私たちは待ってい
るほかありませんでした。
　どうにか12月までしのいだので、なんとし
ても生徒たちがクリスマス休暇で帰郷してい
る間に修理を済ませたい考えでした。しかし
政府の動きはなく、本格的な雨期が到来し、
屋根は穴を開けました。生徒を寝泊りさせら
れないことは言うまでもありません。年明け
の授業再開は延期を余儀なくされました。一
向に女子寮の着工のめどが立たないなか、こ
のまま6月を迎え、訓練期間が終了してしま
うのではないかとも思われました。そんな中、
3月に政府の担当者が来校し、修理の手配を
進めることが約束され、その間男子寮の一部
屋を女子部屋にするとして、生徒を呼び戻し
授業再開することになりました。
　こうして4月、授業はかろうじて再開され
たのですが、女子寮の状況は変わらないまま
6月を迎え、2012年度の生徒は修了しまし
た。さらに修理の進行もなく、2013年度の生
徒が集まって、次のタームが始まったのです。
もちろん屋根があってないような女子寮に比
べればましですが、男子寮の一部屋に12台の
ベッドを入れた女子部屋は個人のスペースは
十分でないですし、入浴には離れた女子寮へ
毎日行かなければなりません。トイレも教室
横にあるものを使用していました。彼女たち
のストレスは目に見えていました。授業態度
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プロジェクト完成

リポート

▲盲学校の生徒たち



品目　　 用量 価格（MK） 小計 (MK） 合計（MK）
木材 6 インチ× 2 インチ 30 枚 105,000
木材 2 インチ× 3 インチ 30 枚 75,000
木材 2 インチ× 2 インチ 40 枚 96,000 276,000
工費 450,000 450,000
鉄釘 5kg 5,000
丸くぎ 4 インチ 10kg 7,500
丸くぎ 5 インチ 6kg 4,500
5L 仕上塗料　クリーム色 6 缶 63,000
5L PVA 4 缶 34,000
5L 仕上塗料　灰色 2 缶 21,000
5L 仕上塗料　黒色 2 缶 21,000
6 インチペンキブラシ　 1 本 1,100
4 インチペンキブラシ 1 本 750
2 インチ ペンキブラシ 1 本 450 158,300 884,300

や訓練のモチベーションにも影響してくると
思い、なんとしてもこの環境を変えなくては
ならないと、マラウイ協会に協力をお願いい
たしました。

2.  経過
【2013年】
10/11　 ウォームハートプロジェクト申請
10/28　日本マラウイ協会より支援決定通

知書授与および費用の送金
11/11　 女子寮の修理工事開始
12/20　梁の交換、屋根の張り替え、壁の

塗り替え等、申請内工事終了
【2014年】
1/13　  生徒が学校に戻り、女子寮の使用

開始
3/19　  天井貼り付け完了を確認。
 女子寮リノベーション工事完了　

3.  効果
　女生徒たち専用の独立した居住スペースが
でき、トイレ、洗面、入浴、洗濯などが気兼
ねなくできるようになりました。立地上教室
からは少し遠くなったのですが、彼女たちは
毎日嬉しそうに“Nyumba kuli bwino”(「お
住まいはいかがですか？」に対して「いいで
すよ」というような返事）“Ndagona bwino, 
ndadzuka bwino”(よく寝ました、いい目
覚めでした）と言ってくれました。夜遅くま
で電気が付いていて、歌を歌ったりおしゃべ
りをしたりしていました。また、寮のキッチ
ンスペースで自炊をする機会もでき、これら
のことから彼女たちの寮生活のストレス軽減
ができたと思っています。

4．反省点
　申請は、政府が事前に修繕に必要な資材を
リストアップしていたものの見積もりを取っ
て提出したものでした。そのため天井分の
資金が含まれていないという事態を招きまし
た。このような見落としがないよう、カーペ
ンターに相談し、実際に建物を見てもらった
うえで申請を進めるべきだったと思います。
結果として為替変動の利用と学校側が不足分
を補ってくれたことで天井も付けることがで
きました。維持管理の部分だけでなく、この

ように金銭的にも学校側の協力があったとい
うことは大変喜ばしいことです。しかしその
施工までにさらに約2 ヵ月かかってしまった
ことを考えると、やはり必要な工事を十分に
把握したうえでの申請であるべきだったと考
えます。

5．今後の見通し ・ 課題

　これからも女生徒と職員を中心に清掃 ・
維持管理を行いながら使用していくことと期
待しています。一方で女性のみで寝泊りする
ため、学校ウォッチマンにはそれまで以上に
厳重な警戒を行ってもらう必要があります。
また、必要があれば早い段階で害虫対策を行
うこと、さらには数が足りずにベッドシーツ
で代用している窓にもカーテンを付けること
でより安全で快適な居住空間にしていってほ
しいと思います。しかし、やはり本来見込ん
でいる生徒数を受け入れるにはスペースに限
界があるため、工事が途中で止まってしまっ
ている新女子寮の建設再開そして完了のめど
が一刻も早く立つことを願っています。

6．会計報告
支援額：247,604円相当の2,512.22USD （1
米ドル＝98.56円）　
見積り時点のマラウイクワチャレート0.28円 
≒884,300MK

実施時点の為替の変動により110，000MK
程度の余剰が発生。
それに学校から560MKを上乗せし、天井用
の板の購入および工費にあてた。

元JICAマラウイ事務所
ボランティア調整員　中橋　一朗

　ボランティア調整員としての業務を終え、
8月末に無事帰国しました。ボランティア事
業を応援してくださっている皆様に支えら
れ、また情熱あふれるボランティアの皆さん
の姿に元気をもらえたからこそ、何とか全う
できた3年間だったと感謝しております。
　思い起こせば着任した2011年8月、マラ
ウイの社会経済情勢は大変厳しい状況にあり
ました。ドナーとの関係悪化やタバコの不作
に起因する外貨不足が、固定相場制の外為制
度により一層加速され、市中からは輸入品が
一斉に消えました。ファンタやビールのよう
な嗜好品はともかく、ガソリンがなければ仕
事にもなりません。医薬品の不足も深刻で、
病院では多くの患者さんが手ぶらで家に帰ら
ざるをえませんでした。
　翌年5月には変動為替に移行し、経済は再
び成長を始めています。医薬品の供給状況も
随分改善されました。もちろんお金が全てで
はありませんが、やはりなくてはならぬ物で
あると実感しました。
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▲天井も貼れました！

マラウイでの3年を
振り返って

リポート

▲2012年の燃料危機、ムジンバでガソリンの到着を待つ車列

▲完成後の女子寮内



       

平成22年度2次隊
　理数科教師　内田 充洋

　私は2010年から2012年まで、リロング
ウェ県郊外のチンゴンベ中高等学校に理数
科教師として赴任していました。小学校にも
中高等学校にも器具は満足になく、実験に
触れる機会があまりないままに理科教育が
行われているのが現状です。
　そこで、多くの子供達に科学に触れる機
会を与え「その面白さを伝えたい、科学に関
する職業を目指すきっかけになって欲しい」
との思いから、有志が集まり立ち上げたサ
イエンスキャラバンが「PICO factory」でし
た。英語が分からない子供たちに対し、も
のが無い中、如何に科学を楽しんでもらう
か。その答えがこのPICO factoryの大きな
柱となりました。それは、①従来のサイエン
スショーに劇の要素を取り入れ楽しみながら
科学に触れてもらうこと、②パントマイム（無
声劇）とし言葉の壁を乗り越えること、③田
舎の村でも手に入るものを使って実験を行
うことの３つでした。
　2011年に始まったPICO factory。劇中
の実験が上手くいかなかったことや、屋外
の会場で天候に泣かされたこともありまし
たが、会場の手配や準備などマラウイ各地
の隊員やマラウイ人の協力もあり、初年度
は12会場で2,500人もの人々に科学の面
白さを伝えることができました。翌2012
年にはJICAマラウイの支援も得て、16会
場で3,500人を動員。その場限りのショー
で終わることの無いよう、会場に足を運ん
だ現地教員向けの実験リーフレットも作成
し、学校の授業でも再現できる工夫を施し
ました。PICO factoryの活動の中で特に
印象的だったことは、劇中の役者や実験を
食い入るように見つめていた子供たちの眼
差し。公演終了後の彼らの笑顔を見る度
に、やってよかったという思いで一杯になり
ました。2012年に私が帰国した後もマラウ

イに残った後輩隊員達が受け
継ぎ、2013年には17会場で
4,500人を動員。マラウイ国
営放送でも子供向けプログラ
ムとして放映されました。そ
して、2014年も引き続き巡
業が行われています。（今年
の公演の様子はこちらから→
http://picofactorymalawi.
blogspot.jp）
　日本の子供達にもマラウイ
同様に科学とエンターテイメ
ントが融合したショーを楽しんでもらえるの
ではと、帰国したPICO factoryの中心メン
バーで今年の2月に立ち上げたのが「PICO 
factory Japan」 です。各メンバーのこれ
までの人脈やJICAの協力を得て、京都に山
梨、埼玉、茨城、北海道と様々な土地で公
演や展示を行ってきました。まだまだ立ち
上げたばかりの団体ですが、マラウイPICO 
factoryのコンセプトを引き継ぎ、日本から

「誰もが楽しめる科学の面白さ」を伝えてい
きたいと思っています。
PICO factory Japan ホ ー ム ペ ー ジ ：
http://www.picofactory.jp/

NPO法人技術者集団ACT135
清水　清

　本年６月に、太陽光を集光して飲料水を
沸騰させる太陽光ボイラーがマラウイに設
置されました。このボイラーの設置に至るま
での活動を紹介させて戴きます。
　私達の所属するNPO法人のメンバーで

あった木下孝司氏は、JICAシニアとして農
業機械の製作指導等のためにブランタイア
に赴任（2006 〜 2008年）していた時に、幼
い子ども達が不衛生な水を飲んで病気にな
る姿を見て、マラウイの技術者が自分達の
手で製作できるような太陽光ボイラーをマ
ラウイに設置することを発案し、その計画を
実行に移そうとした矢先に、病気のために
昨年9月に逝去されました。私達は彼の遺志
を継ぎ、マラウイに太陽光ボイラーを設置
するための活動を開始しました。
　活動資金の募金のために設置した「木下マ
ラウイ基金」から明石高専OBらに対して呼
びかけて集められた約３００万円の寄付金に
より、マラウイの技術者招へい費用、ボイラー
の資材調達費用、出張者旅費、等の大半を
賄う事が出来ました。
　また、マラウイ工業研究技術開発センター

（MIRTDC）のJohn Taulo氏に協力を求めた
ところ、快諾を得ました。Taulo氏は、木下
氏が指導した技術者で、太陽光ボイラー設
置の現地協力者として予定していた人です。
本年２月には、Taulo氏を日本に招き、マラ
ウイでの太陽光ボイラーの資材調達や製作
方法等を打合せ、作業工程を決定しました。
滞在中の10日間、Taulo氏の行動と発言は、
私達に誠実さと熱意を伝えてくれ、応援し
た多くの方々が賞賛してくれました。
　日本から２名の担当者（大源、清水）が
マラウイに向かい、６月16日にリングウェ
の日本大使館とJICA事務所訪問をし、17
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飲料水煮沸用「KINOSHITA SUN 
BOILER」のマラウイ設置記

投　稿

▲マラウイでのPICO factoryの様子

▲日本での公演の様子（山梨県北杜市立高根北小）

▲完成した太陽光ボイラー

科学をみんなの羽根に投　稿

▲ワークショップ後、実験発表の様子



■ ホームページ、E-mailアドレス変更
　当会のホームページをリニューアルし、2014年7月6日から公開し
ています。これにあわせE-mailアドレスも変更になりました。
　新ホームページ　 http://www.japan-malawi.org/
　新E-mailアドレス　info@japan-malawi.org

■ インターネットでラジオ番組
　インターネットでマラウイのラジオ番組を聞くことができます。 
ZODIAK ONLINEというサイトhttp://www.zodiakmalawi.com/で
画面右上の「ON LINE RADIO」と書かれたボタンをクリックすると
チェワ語のトークやマラウイの音楽が流れてきます。このラジオ局
はリロングウェで95.1MHzで放送しているZodiak Broadcasting 
StationというFM 局。マイクロソフトの Silverlight というソフトの
インストー ルが必要ですが、入ってなければダウンロードを促す画面
が出てきます。また、画面の左側ではマラウイのニュースも読めます。

■ KWACHAバックナンバー
　当会は2014年2月26日に設立31周年を迎えましたが、設立時の機
関紙 KWACHA第1号から第52号(今号）までの全バックナンバーを
PDFファイル化し、当会ホームページへ掲載しています。是非ご覧下
さい。

■ 日本マラウイ協会の刊行物
(1） 国情紹介誌

「Malawi - The Warm Heart of Africa」第2版
(1994年7月発行）A4版40ページ 1部 1,000円（送料82円）
(2） マラウイ旅行ガイド新訂第2版
(1997年7月発行）「アフリカの暖かき心、湖とサバンナの大地へ」
B5版108ページ 1部 1,200円（送料82円）
※チェワ語辞典統合改訂2版（2012年9月発行）は売切れました。

上記2種類を1冊ずつご注文の場合の送料は82円となります。送料
は「クロネコヤマトのメール便」扱いで表示しています。

購入ご希望の方は、本ページ最後の入会方法の欄に記載のいずれかの
銀行口座宛 に、代金および送料をお送りください。

●送金の前に、必ず注文内容(希望する「刊行物名」、「部数」、「発送先」、
「申込者の氏名、電話番号」）と、どちらの銀行口座に送金するかをメー
ルでご連絡ください。

■ ご意見、ご質問をどうぞ
　日本マラウイ協会に対するご意見、ご要望、ご質問などありました
ら、 1面上部の当協会宛へご遠慮なくお寄せください。また、電子メー
ルによるマラウイ関連情報の配信も行っておりますので、電子メール
アドレスをお持ちで、ご希望の方は、あわせてご連絡ください。

■ 日本マラウイ協会 月次定例会
　日本マラウイ協会では、原則毎月第3水曜日18:30 〜に、東京都内（原
則 ： 新宿区市谷のJICA地球ひろばセミナールーム）で、月次定例会を
開催し、マラウイ関連の支援活動などについての討議や、マラウイ関
係者間の情報交換などを行っております。参加は会員でなくても構い
ません。初めての方も大歓迎です。正確な開催日等は事前に当協会ま
でお問い合わせください。

■ 日本マラウイ協会 入会方法等
　当会ホームページのトップページの「入会案内」のアイコンをクリッ
クするとメールフォーマットが出てきますので、所要事項を入力して
送信してください。また、入会金と年会費の合計(個人正会員 の場合 
1,000 円 + 3,000 円 = 4,000 円）を下記のいずれかの銀行口座へお
送りください。継続会員の方の年会費(個人正会員の場合 3,000 円）
は、E-mailでご連絡の上、お送りください。いずれもどちらの口座に
送金するかE-mailでお知らせください。

　（1)　三菱東京UFJ銀行　東恵比寿支店　

　　　普通口座255739

　　　口座名義 ： 日本マラウイ協会事務局　貝塚光宗

　(2)　ゆうちょ銀行　〇一九 店（ゼロイチキユウ店）

　　　当座預金口座 0013125　

　　　口座名義 ： 日本マラウイ協会

　（ゆうちょ銀行から送金する場合は、口座番号 ： 00190-7-13125）

日〜 27日の間はブランタイアでボイラー
の設置作業を支援しました。通訳を引き
受けて下さった阪口文代様（かつて、青年
海外協力隊で、マラウイ在住）には、ブラ
ンタイアでの全期間お世話になり、私達の
活動が円滑に遂行することができました。
MIRTDCのワークショップ(工場）が製作
した太陽光ボイラーを確認したところ、不
十分な加工機械設備にもかかわらず驚くほ

どの良好な加工が施されていました。次に、
ボイラー設置場所で基礎工事や据付等の作
業を指導し、太陽光ボイラーが搬入 ・ 設
置されました。私達は、「資材調達用のお
金と製作図面は日本から送ったが、完成し
たボイラーは間違いなくMade in Malawi
であり、 それが一番大事です」と現地の関
係者に伝えました。設置場所は、空港から
北に3kmのNkata Villageというコミュニ

ティです。ボイラーは、100リットルの水
を約3時間で沸騰させる性能があり、さら
に増やしていきたいとのことです。私達も
引き続き応援していきたいと思っています
が、海外交流活動が初めてである私達に、
皆様の御経験からの貴重なアドバイスを戴
ければ幸いです。
　最後に、本稿の執筆の機会を与えてくだ
さり、お礼を申し上げます。

日本マラウイ協会　 
2014年3月〜2014年8月 　主な活動内容

(1) 2014.3.26 3月定例会、
機関誌kWACHA第51号発行

(2) 2014.4.30 4月定例会

(3) 2014.5.10 第32回通常総会

(4) 2014.5.21 5月定例会

(5) 2014.6.18 6月定例会 

(6) 2014.7.12
独立50周年記念祝賀行事
（帰国隊員報告会、国情セミナー、
シマを食べる会）

(7) 2014.7.23 7月定例会
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▲Nkata Villageの子供達


